
 

 

 

             

◆ 夏休みが終了しました。進路希望の実現に向けた本番が始まります。◆ 

就職・進学の受験準備は「締切に間に合えばいい」ではありません。 

 夏季休業中のさまざまな進路企画への参加状況はどうだったでしょうか。学校の進学講習や就職セミ

ナー、三者面談、上級学校のオープンキャンパス、学校説明会、個別の企業見学など、各自の進路目標

に従って、主体的に行動できたものと思います。 

 ＜夏期就職セミナー、お疲れ様。-今より少しだけ上を目指す！-＞ 

 7/25～28 の４日間に卒業予定者対象の就職セミナーが行われました。桑名 

先生を講師にテーマ別の講座と本校の先生方よる面接指導など盛りだくさん

の内容でした。参加生徒のあいさつの仕方や面接に向けた行動が日々変わって

いく様子が分かり、大きな進化が見られた講座でした。また、3者面談等により受験先が決定し、企業

への応募の準備ができたと思います。アンケートを見ると、今まで持っていた不安が解決され、就職試

験に向けての一歩が踏み出せるとの感想が多く聞かれました。 

また、浅黄校長先生から直接激励の言葉を頂き、とても励みになったと思います。 

さて、卒業年次生にとっては、いよいよ本番です。就職試験、大学・短大推薦入試、センター試験、

一般入試など、卒業後の進路を切り開くための関門が続きます。大切なのは、先生や保護者から指摘さ

れる前に自分で動くことです。日程を把握し、準備を整え、締め切りに遅れないように余裕をもって就

職・進学の試験に臨んで下さい。多少遅れても受け取ってもらえる、などという｢甘え｣は通用しません。 

つまり、締め切りは自分で決めて自分で守る！！ 

例えば進学の場合、願書の締め切りが５時となっていれば、５時で窓口が閉まり、その後は決して受

け付けてもらえず、受験できなくなってしまいます。普通に行けば５時に間に合うはずなのに、バスや

自動車が渋滞して遅れたということなどは、理由として認めてもらえません。願書の郵送にも数日を要

しますので、十分注意する必要がありますので、日程確認のため自分だけのカレンダーを作成するなど

の工夫も必要でしょう。特に就職試験に関する書類と、その提出については、担任の先生の指示をしっ

かり守って下さい。 

尚、９月１２日（火）には外部講師の先生方による｢就職試験模擬面接｣を実施する予定です。 

就職活動は、みなさんにとっては初めての経験になります。わからないことがあったら小さなことで

も自分で勝手に判断せず、担任の先生や個別指導の先生に相談して下さい。 

※ 就職試験までの主な日程 

○８/２８（月）：各企業への応募書類校内締切 

○９/ ５（火）：各企業への応募開始 

○９/１２（火）：外部講師による模擬面接 

（詳細については後日連絡） 

○９/１６（土）：就職試験開始 

（日時については、各企業からの連絡による）  
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※指定校推薦で受験できる大学・短大を一覧にして、８／２５（金）～８/３１（木）の一週間の

期間、６階の掲示版に掲示しますのでご覧ください。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 ８月７日（月）の 11:00から６６教室で桑名先生を講

師に第２回の SST講座が行われました。夏休み中にもか

かわらず、先生も入れると、なんと６０名ぐらいの人数

が集まりました。当然、席は４０名分しかないので６５

教室から椅子を持ちこんで参加した生徒もいました。今

回のテーマは、進路実現準備講座「志望動機＆自己 PR」

ということで、就職希望者の履歴書作成や進学希望者の

志望理由書を書く為の参考にしようと通信制の生徒も含

めて非常に多くの生徒が集まりました。 

 特に就職において、企業の方が読むことを考えて、履歴書を書こうとすると、１３６文字が理想的で

あるということから始まり、実際に枠に線を引いて書く練習をしました。その時に注意することの一つ

は、「書かない書けない理由を探さない」また、「会社の雰囲気が気に入った」は禁句である。そして、

さらに２部構成で書くこと、つまり①業種や職種を選んだ理由、②会社を選ぶ理由という内容を入れる

ことが大事だとお聞きしました。これは進学でも十分応用ができるという話もありました。さらに、会

社見学やジュニアインターンシップでの経験を書くのであれば、より具体的にどの場面を見てどう思っ

たかと表現することが大切だと教えて頂きました。 

 今後すぐに活かすことかできる内容であり、そのことを忘れないうちに履歴書や志望理由書に活かし

て進路実現に一歩でも近づいてください。また、これから SST講座は続きます。今度は、面接対策講座

になります。ぜひ参加してください。その後のテーマについても休まず参加することで内定や合格後の

社会人講座として役立ちますので是非今後も参加してください。 


